
� はじめに
日本全国において，オキシダントの主たる原因物質である

窒素酸化物（NOx）濃度等は近年横ばいで環境基準をほぼ

達成していることに比べ，光化学オキシダント濃度について

は，環境基準がほとんど達成されていない状況が継続してい

る。徳島県においても同じような状況であり，平成１９年度で

は全局で環境基準を達成できなかった。

ここでは，平成１９年度の徳島県のオキシダントの発生状況

について報告する。

� 調査方法
１ 測定地点

徳島県では環境測定局１８局でオキシダント濃度の測定を

行っている。なお，阿南局は建物工事中のため平成１７年１２月

２２日から測定休止中である。（図－１）

２ オキシダントの測定方法

東亜ディーケーケー㈱製 GUX－１１３型，GUX－２１３型及

び㈱堀場製作所製 APOA－３６００型（脇町局のみ）を使用。

紫外線吸収法に基づく方式による連続測定。

� 調査結果及び考察
１ 高濃度オキシダント等の発生状況

� 昼間のオキシダント濃度の状況

表－１に昼間の１時間値が高濃度であった日数を示

す。１７局全局で環境基準（０．０６ppm以下）を超える日

がみられた。超過日数の多い上位局は徳島，由岐，山口

及び鳴門であった。図－２で測定局別に過去５年間の

０．０６ppm超過日数を示しているが，昨年度と比較する

と，１５局において日数が増加し，その日数は小松島を除
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図－１ 環境大気測定局設置場所

―３５―



く１６局で１００日以上となった。過去５年の比較において

も６局を除く大部分の局でその日数が最大となった。こ

れは，主に５月と３月に０．０６ppmを超えた日数が多かっ

たためである。

表－２，図－３に昼間の日最高値の月及び年平均値を

示す。平成１９年度の月別全局平均は，過去５年間平均に

比べ５月，７月，３月に高い値となったが，年平均値は

ほぼ同じ値であった。なお，測定局の位置により全局を

北部，南部，西部に３分類し，それぞれの平均を比較し

たところ，北部と南部はほぼ同じ推移をするのに対して

西部は７月と１０月に低め，８月は高めの傾向を示した。

後に述べる高濃度事例でも，西部は北部及び南部とはや

表－１ 局別・月別高濃度オキシダント等発生状況（平成１９年度）

区 分 ０．０６ppmを超えた日数 ０．０８ppm以上の日数 ０．１０ppm以上の日数 ０．１２ppm以上の日数

局 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９１０３ 他 計 ４ ５ ６ ７ ８ ９１０３ 他 計 ４ ５ ６ ７ ８ ９１０３ 他 計 ４ ５ ６ ７ ８ ９１０３ 他 計

鳴 門 １８ ２９ １６ １６ １０ １２ １０ １６ ６ １３３ ６ １０ ６ ８ ４ ４ １ ３９ ３ １ ４ １ １

松 茂 ２１ ２７ １４ １３ ７ ８ ５ ４ ３ １０２ ９ １０ ３ ４ １ ３ １ ３１ ２ ２ １ １

藍 住 ２２ ２８ １７ １５ １０ ８ ５ ６ ５ １１６ ７ ９ ４ ４ ２ ４ １ ３１ ２ １ ３ １ １

北 島 ２１ ２６ １５ １５ ９ ８ ７ １６ ４ １２１ ６ ９ ４ ６ １ ３ １ ３０ ２ ２ １ １

川 内 １６ ２５ １２ １５ １２ １２ ７ １２ ３ １１４ ６ ９ ５ ６ ２ ３ １ ３２ ２ ２ １ １

徳 島 ２１ ２７ １６ １９ １５ １３ ９ １７ ３ １４０ ５ ９ ７ ８ ５ ５ １ ４０ ２ ２ ２ ６ １ １

小松島 １１ ２４ １５ １１ ８ ９ ３ １０ ３ ９４ ３ ６ ４ ５ ２ １ １ ２２ ２ ２

那賀川 １９ ２４ １５ １４ １２ １２ １１ １３ ５ １２５ ５ ７ ６ ６ ４ ２ １ ３１ １ １ ２ １ １

中 島 １６ ２８ １５ １５ １１ ７ ９ ４ ３ １０８ ５ ８ ５ ５ ３ ２ １ ２９ ２ ２ １ １

羽ノ浦 １１ ２９ １４ １５ ９ １１ ７ １２ ８ １１６ ５ ９ ６ ５ ３ １ １ ３０ ２ １ ３ １ １

阿 南

大 潟 １９ ２８ １５ １４ ８ ９ ５ １ ２ １０１ ５ ９ ６ ６ ２ １ ２９ ２ １ ３

山 口 １７ ２９ １６ １５ １４ １４ ９ １８ ５ １３７ ４ ８ ４ ５ ３ ２ １ ２７ ２ １ １ ４

椿 １８ ２８ １５ １５ ８ １０ １０ ３ ３ １１０ ４ １２ ５ ４ ３ １ ２９ ３ ３ １ １

鷲 敷 １５ ２９ １６ １２ ８ １１ １０ ２１ ５ １２７ ４ １０ ２ ５ ２ ３ １ ２７ ２ １ ３

由 岐 ２１ ２９ １８ １８ １０ １１ ９ １７ ５ １３８ ６ １４ ３ ８ ２ ２ １ ３６ １ １ １ ３

脇 町 １５ ２４ １９ １１ １５ １４ ２ １５ ５ １２０ ３ １０ ４ ５ ６ ２ １ ３１ ２ １ ３

池 田 ２２ ２７ １７ ８ ７ ９ ３ １０ ６ １０９ ８ １１ ５ ２ １ ２７ ３ １ ４ １ １

計 ３０３ ４６１ ２６５ ２４１ １７３ １７８ １２１ １９５ ７４２０１１ ９１ １６０ ７９ ９０ ４５ ４１ １５ ５２１ １ ３５ ４ ６ １ ４ ５１ １１ １１

図－２ 局別０．０６ppmを超えた日数
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や異なる変動が見られた。

� 月別濃度の経時変動

表－３，図－４に全局の全１時間値の平均から算出し

た月別の１日の経時変動を示す。１年を通じて６～８時

に最小値となり，１４～１７時に最大となる変動を示した。

春から夏にかけては，気温の上昇，紫外線量及び日照時

間の増加により光化学反応が促進されるため，昼間濃度

が上昇し日内変動は大きくなる。朝の日内最小値は２月

から上昇しはじめ，５月をピークに６月には低下傾向と

なり，８月に年間最小となった。その後９月から上昇に

転じ１０月～１月はほぼ同じ値で推移した。５月は１年中

で朝の日内最小値がもっとも高い値であり，その後の上

表－２ オキシダント昼間の日最高値の平均値
単位：ppm

月 年 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 年平均度等
平成１４年度 ０．０６４ ０．０６３ ０．０６４ ０．０３７ ０．０４１ ０．０５５ ０．０５５ ０．０４１ ０．０３５ ０．０４０ ０．０４３ ０．０５１ ０．０４９

平成１５年度 ０．０５８ ０．０５９ ０．０５６ ０．０４４ ０．０４５ ０．０４４ ０．０５０ ０．０３８ ０．０４３ ０．０４６ ０．０５２ ０．０５８ ０．０４９

平成１６年度 ０．０７５ ０．０６９ ０．０５８ ０．０６２ ０．０５０ ０．０４９ ０．０４８ ０．０４８ ０．０３６ ０．０３９ ０．０４２ ０．０５１ ０．０５２

平成１７年度 ０．０６３ ０．０７５ ０．０６７ ０．０５８ ０．０５０ ０．０４８ ０．０４８ ０．０４５ ０．０３９ ０．０３９ ０．０３９ ０．０４８ ０．０５２

平成１８年度 ０．０５３ ０．０６５ ０．０７０ ０．０４２ ０．０６２ ０．０５７ ０．０５４ ０．０４３ ０．０３５ ０．０４０ ０．０４７ ０．０５４ ０．０５２

過去５年間平均 ０．０６３ ０．０６６ ０．０６３ ０．０４９ ０．０５０ ０．０５１ ０．０５１ ０．０４３ ０．０３８ ０．０４１ ０．０４５ ０．０５２ ０．０５１

平成１９年度 ０．０６５ ０．０７６ ０．０６１ ０．０５８ ０．０４７ ０．０５２ ０．０５３ ０．０４６ ０．０３９ ０．０３９ ０．０４９ ０．０５８ ０．０５４

平成１９年度（北部） ０．０６５ ０．０７５ ０．０６０ ０．０５９ ０．０４７ ０．０５２ ０．０５３ ０．０４５ ０．０３８ ０．０３７ ０．０４９ ０．０５８ ０．０５３

平成１９年度（南部） ０．０６５ ０．０７７ ０．０６１ ０．０５９ ０．０４６ ０．０５１ ０．０５４ ０．０４８ ０．０４２ ０．０４０ ０．０５０ ０．０５７ ０．０５４

平成１９年度（西部） ０．０６６ ０．０７５ ０．０６２ ０．０５３ ０．０５２ ０．０５３ ０．０４８ ０．０４４ ０．０３７ ０．０３８ ０．０５０ ０．０５８ ０．０５３

北部：鳴門・松茂・藍住・北島・川内・徳島・小松島
南部：那賀川・中島・羽ノ浦・大潟・山口・椿・鷲敷・由岐
西部：脇町・池田

図－３－１ 全局のオキシダント昼間の日最高値の月平均値

図－３－２ オキシダント昼間の日最高値の月平均値（３地域比較）
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昇率も高いことから環境基準を達成できない日数が多く

なる。図－４によると，４月から９月の間はほぼ同じ上

昇率を示し，日内最小値に約０．０３０～０．０３５ppmを加え

た値が日最高値となっている。

� 高濃度日の発生状況

① 発生日総数

表－４に全１時間値による高濃度（以下０．０８ppm

以上を高濃度とする）発生日数を示す。０．０８ppm以

上になった日数は６５日，０．１０ppm以上となった日数

は１０日，０．１２ppm以上となった日数は２日でありこ

の２日ともに注意報を発令した。過去１０年（H９～H

１８）間の値と比較すると，いずれの濃度域においても

高濃度発生日数は少ない年であった。

一方，全国の状況は，注意報等の発令延日数は過去

のそれに比して多く（表－５，図－５），記録的高温

となった８月に最も多かったと報告されている。

② 月別発生日数

県下全体の高濃度発生日数を月別にみると５月＞７

月＞４月＝６月＞８月＝９月の順で，４月から７月に

かけて高濃度となり５月に明瞭なピークが認められ

た。これ以外に３月に１日の高濃度発生があったが，１０

月は高濃度となった日は無かった。オキシダント濃度

は気象条件等に大きく影響され，年により大きく増減

するため年度による比較は難しいが，平成１９年度は表

中の１０年（H９～H１８）間の平均と似た変動傾向を示

した。

③ 発生時刻と時間数

表－６，図－６～図－７にオキシダント濃度が１日

のうちで初めて０．０８ppm以上となった時刻の延局数

（発生時刻延回数）と当該時刻において高濃度であっ

た局の総数（発生中延時間数）及び時刻毎の割合を示

す。

初めて０．０８ppmを超えた時間帯については１３時＝

１４時＞１５時＞１２時＞１６時となり，この５時間が発生延

回数の８０％以上を占めた。一方で５月１６日には，日没

後の２０時以降に４局において，１８日には３局で１８時以

降にその日初めてオキシダント濃度が０．０８ppm以上

の高濃度となった。

高濃度発生中の時間帯については光化学反応が促進

される日中を中心に１４時から１８時の間に多く，この５

時間で全体の７０％以上を占めた。また，昼間の高濃度

が低下せず，夜間・深夜まで継続する事例が４月３０

日～５月１日，５月９日及び５月１２日に認められた。

いずれも時刻毎の割合については過去５年間平均と

表－３ 月別オキシダント濃度の経時変化
単位：ppm

１時 ２時 ３時 ４時 ５時 ６時 ７時 ８時 ９時 １０時 １１時 １２時 １３時 １４時 １５時 １６時 １７時 １８時 １９時 ２０時 ２１時 ２２時 ２３時 ２４時

４月 ０．０３９ ０．０３５ ０．０３４ ０．０３３ ０．０３３ ０．０３２ ０．０３１ ０．０３４ ０．０４０ ０．０４７ ０．０５２ ０．０５６ ０．０５９ ０．０６０ ０．０６１ ０．０６１ ０．０６１ ０．０５９ ０．０５４ ０．０４８ ０．０４４ ０．０４１ ０．０４０ ０．０３８

５月 ０．０４２ ０．０３９ ０．０３８ ０．０３６ ０．０３５ ０．０３４ ０．０３５ ０．０３９ ０．０４４ ０．０５０ ０．０５５ ０．０６１ ０．０６５ ０．０６８ ０．０７０ ０．０７０ ０．０６９ ０．０６７ ０．０６２ ０．０５６ ０．０５１ ０．０４７ ０．０４３ ０．０４１

６月 ０．０３０ ０．０２９ ０．０２７ ０．０２６ ０．０２４ ０．０２３ ０．０２５ ０．０２９ ０．０３５ ０．０４１ ０．０４６ ０．０５１ ０．０５５ ０．０５６ ０．０５６ ０．０５６ ０．０５５ ０．０５２ ０．０４８ ０．０４２ ０．０３８ ０．０３５ ０．０３３ ０．０３２

７月 ０．０２７ ０．０２６ ０．０２４ ０．０２２ ０．０２１ ０．０１９ ０．０２１ ０．０２４ ０．０２９ ０．０３４ ０．０３９ ０．０４４ ０．０４８ ０．０５０ ０．０５２ ０．０５２ ０．０５１ ０．０４９ ０．０４５ ０．０４０ ０．０３７ ０．０３３ ０．０３０ ０．０２８

８月 ０．０１４ ０．０１３ ０．０１２ ０．０１１ ０．０１０ ０．００９ ０．０１０ ０．０１３ ０．０２０ ０．０２７ ０．０３３ ０．０３９ ０．０４２ ０．０４３ ０．０４１ ０．０４０ ０．０３８ ０．０３５ ０．０３１ ０．０２６ ０．０２３ ０．０２０ ０．０１８ ０．０１６

９月 ０．０２２ ０．０２２ ０．０２０ ０．０１９ ０．０１８ ０．０１６ ０．０１５ ０．０１７ ０．０２２ ０．０２８ ０．０３４ ０．０３９ ０．０４２ ０．０４４ ０．０４６ ０．０４６ ０．０４５ ０．０４２ ０．０３６ ０．０３１ ０．０２９ ０．０２７ ０．０２５ ０．０２３

１０月 ０．０２４ ０．０２４ ０．０２４ ０．０２５ ０．０２４ ０．０２４ ０．０２２ ０．０２３ ０．０２７ ０．０３３ ０．０３９ ０．０４３ ０．０４６ ０．０４９ ０．０５０ ０．０５０ ０．０４７ ０．０４０ ０．０３２ ０．０２８ ０．０２７ ０．０２６ ０．０２５ ０．０２５

１１月 ０．０２５ ０．０２４ ０．０２５ ０．０２４ ０．０２４ ０．０２４ ０．０２２ ０．０２１ ０．０２３ ０．０２８ ０．０３４ ０．０３８ ０．０４２ ０．０４４ ０．０４４ ０．０４３ ０．０３９ ０．０３２ ０．０２８ ０．０２６ ０．０２６ ０．０２５ ０．０２５ ０．０２５

１２月 ０．０２３ ０．０２３ ０．０２２ ０．０２２ ０．０２２ ０．０２１ ０．０１９ ０．０１７ ０．０１９ ０．０２４ ０．０２９ ０．０３３ ０．０３６ ０．０３７ ０．０３７ ０．０３５ ０．０３２ ０．０２７ ０．０２４ ０．０２３ ０．０２４ ０．０２４ ０．０２４ ０．０２４

１月 ０．０２４ ０．０２５ ０．０２６ ０．０２６ ０．０２６ ０．０２５ ０．０２３ ０．０２２ ０．０２２ ０．０２５ ０．０２９ ０．０３３ ０．０３５ ０．０３６ ０．０３７ ０．０３６ ０．０３４ ０．０２９ ０．０２５ ０．０２５ ０．０２４ ０．０２５ ０．０２５ ０．０２５

２月 ０．０３３ ０．０３３ ０．０３２ ０．０３２ ０．０３１ ０．０３１ ０．０２９ ０．０２８ ０．０３１ ０．０３６ ０．０４０ ０．０４２ ０．０４４ ０．０４５ ０．０４６ ０．０４６ ０．０４５ ０．０４２ ０．０３８ ０．０３５ ０．０３４ ０．０３３ ０．０３３ ０．０３３

３月 ０．０３４ ０．０３４ ０．０３３ ０．０３２ ０．０３１ ０．０３０ ０．０２８ ０．０２９ ０．０３４ ０．０４１ ０．０４６ ０．０４９ ０．０５２ ０．０５３ ０．０５４ ０．０５４ ０．０５４ ０．０５１ ０．０４６ ０．０４２ ０．０３９ ０．０３８ ０．０３７ ０．０３６

図－４ 月別オキシダント濃度の経時変化

―３８―


